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『汚泥焼却施設』の試運転を実施しました。 

・１２月２０日、東日本大震災の被害により運転を停止していた「汚泥焼却施設」の復旧工事が終了し、試運転を開始

しました。 復旧期間を当初計画よりも３ヶ月短縮しての工事完了です。 
 今回の試運転に合わせ職場内研修を実施し、焼却施設の復旧概要と復旧期間短縮プロセス等について担当者か
ら説明を受けました。 
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仙塩浄化センター汚泥焼却施設 

 炉形式      ：流動床式焼却炉 

 汚泥焼却能力：１１０ｔ/日 

  
 
 
 
 
 
 

仙塩浄化センター及び大和浄化センターで発生 

した脱水汚泥を焼却する施設です。 

               （写真：炉内の燃焼状況） 

施設被災状況 

被災直後 ６階ヤード 

電装機器水没 ポンプ機器水没 配管類損傷 

【炉内損傷状況】 

耐火レンガせり出し 耐火レンガせり出し 炉頂部クラック 

脱水汚泥投入口 



工事関係者及び周辺住民の方々のご協力により、汚泥焼却施設は３ヶ月前倒しで復旧させることが
できました。これから試運転及び機器の微調整を行い１月下旬に本格稼動する予定です。 
 今後も計画的な復旧を進め平成２５年３月の全施設全復旧を完了させます。 

工事期間を３ヶ月短縮 

復旧状況 

炉内耐火レンガ設置状況（8月頃） 

【職場研修】 
 

担当者から復旧内容について説明を受け、その後施設見学を実施しました。 

炉内復旧完了 番外編 管理棟２階に生える 

「ど根性紅葉」 

脱水汚泥投入口 白煙防止器 脱水汚泥搬送ポン


